









































































































































































































































































ラジオ (6名),履物 (4名),非常食 (3名),

























































































・ 今,A地域においても一人も眺 ない災害支援のマップ作りをしているが,個ノ代ヽ情報の壁が大変障害となって何脇 の労力を要し
ている。何か方策はなセもの力比民生児童委員や社会福祉協議会の役員が苦慮している(1)
※()内数値は記載数
水害以前から備えをしているという日頃の減災  exact testによって分析したが,有意差はみら
に対する認識の高さ低さが災害の経験から与え  れなかった。
る影響はないか,他の質問項目との関連につい  9.災害により得たもの,失つたもの,不安,
てもFisher's exact testによって分析したが,   意見
有意差は出なかった。また,今後の再発への恐   自由記載により,災害により得たもの,失っ
れ感が認識や行動化に影響しているのではない  たもの,現在の不安,意見等を求めた。一覧を
















































































































































































































































別所 史恵・ 石橋 鮎美
The PFeparation and Awareness about a Local
Residenぜs Disaster After Heavy ttain Disaster
Fumie BESSHO, and AyumilsHI勘略H
Key WoFdS and PhFaSeS: disasttr,disaster prevention,awlareness,local resident
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